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こ
の
た
び
、
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
の
関
根
達
人
教
授
が
、
吉
川
弘
文
館
の

叢
書
「
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
か
ら
右
書
を
上
梓
し
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
調

査
を
継
続
し
成
果
を
発
表
し
続
け
て
き
た
墓
石
研
究
の
成
果
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で

分
か
り
や
す
く
か
つ
親
し
み
や
す
く
、
一
般
の
方
々
に
身
近
な
も
の
と
し
て
知
ら
し

め
た
こ
と
は
、
斯
界
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

評
者
は
、
周
知
の
通
り
考
古
学
に
関
し
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
、
本
書
の
批
評
に

は
あ
る
い
は
適
任
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
的
外
れ
の
記
述
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ま
ず
は
内
容
の
紹
介
か
ら
始
め
て
、
物
質
文
化
に
不
案
内
な
が
ら

も
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
で
何
と
か
責
め
を
塞
ぎ
た
い
。

　

本
書
の
大
目
次
を
、
以
下
の
列
挙
し
よ
う
。

　
　
「
石
に
刻
ま
れ
た
歴
史
」
を
読
み
解
く
―
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
　

墓
＝
墓
石
で
は
な
い
！

　
　

墓
石
か
ら
何
が
分
か
る
か
？

　
　

墓
石
か
ら
分
か
る
歴
史
災
害

　
　

墓
石
に
見
る
社
会
構
造

　
　

大
名
墓
に
込
め
ら
れ
た
思
い

　
　

墓
石
に
現
れ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流

〔
書
評
と
紹
介
〕

　

関
根
達
人
著

『
墓
石
が
語
る
江
戸
時
代　

大
名
・
庶
民
の
墓
事
情
』

長
谷
川
成
一

　
　
「
墓
石
文
化
」
を
考
え
る
―
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
「
石
に
刻
ま
れ
た
歴
史
」
を
読
み
解
く
―
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
墓
石
に
及
ん
で
い

る
現
代
的
危
機
を
記
し
、
考
古
学
研
究
者
が
墓
石
研
究
に
取
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
必
要
性
を
述
べ
、
当
該
研
究
の
出
発
を
現
代
の
墓
事
情
や
文
化
財
保
護
の
観
点

に
基
づ
く
も
の
と
位
置
づ
け
る
。

  

墓
＝
墓
石
で
は
な
い
！
の
章
は
、
墓
は
世
に
つ
れ
の
節
で
、
縄
文
時
代
以
来
の
お

墓
と
墓
石
の
歴
史
を
紹
介
し
、
中
世
か
ら
墓
石
が
出
現
し
た
経
緯
や
墓
石
が
石
垣
や

仏
像
の
代
用
品
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
写
真
を
活
用
し
て
述
べ
て
い
る
。

私
ご
と
で
恐
縮
だ
が
、
四
〇
数
年
前
、
評
者
は
奈
良
県
大
和
郡
山
市
の
柳
沢
文
庫
へ

調
査
に
赴
い
た
際
に
、
郡
山
城
本
丸
の
石
垣
に
長
身
の
石
像
仏（
通
称
さ
か
さ
地
蔵
）

が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
の
を
見
て
驚
愕
し
た
経
験
が
あ
り
、
石
垣
の
中
に
は
墓
石
も

存
在
し
た
よ
う
で
（
そ
の
時
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
）、
当
時
の
こ
と
が
思
い

起
こ
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。
つ
い
で
現
代
墓
石
事
情
の
節
で
は
、
現
代
の
墓
の
多
様

化
と
無
縁
化
の
現
状
を
紹
介
し
、
従
来
、
当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
き
た
弔
い
の
あ
り

方
が
現
代
社
会
に
マ
ッ
チ
し
な
く
な
っ
た
現
状
を
お
墓
の
状
況
か
ら
説
き
起
こ
し
て

い
る
。
評
者
も
含
め
読
者
の
皆
さ
ん
も
、
色
々
な
感
慨
を
持
っ
て
郷
里
の
檀
那
寺
の

情
景
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

墓
石
か
ら
何
が
分
か
る
か
？
の
章
は
、
墓
石
と
過
去
帳
の
節
で
、
墓
石
に
刻
ま
れ

た
情
報
の
特
徴
と
過
去
帳
と
の
対
照
に
よ
る
調
査
方
法
、
墓
石
の
調
べ
方
の
節
で
は
、

悉
皆
調
査
の
困
難
さ
と
墓
石
調
査
の
実
際
の
仕
方
を
説
明
す
る
。
拓
本
な
ど
に
よ
る

伝
統
的
な
調
査
手
法
だ
け
で
な
く
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
最
新
の
三
次
元
計
測
な

ど
を
紹
介
し
、
読
者
に
墓
石
調
査
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
墓
石
の
造
立
年

と
保
有
率
の
節
で
は
、
刻
ま
れ
た
年
号
の
吟
味
に
加
え
、
墓
石
を
持
つ
こ
と
が
で
き
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た
階
層
を
津
軽
黒
石
領
の
過
去
帳
と
の
対
照
か
ら
導
き
出
し
、
従
来
の
通
念
を
改
め

る
べ
き
と
提
言
す
る
。
墓
石
の
変
化
と
地
域
色
の
節
で
は
、
庶
民
の
墓
が
戦
国
期
か

ら
出
現
し
た
こ
と
を
述
べ
、
複
数
の
地
方
の
墓
石
数
の
地
域
的
、
時
間
的
な
推
移
を

グ
ラ
フ
に
示
し
、
墓
石
の
形
態
や
流
行
な
ど
を
踏
ま
え
て
墓
石
の
豊
か
な
多
様
性
と

地
域
性
を
指
摘
す
る
。

　

墓
石
か
ら
分
か
る
歴
史
災
害
の
章
は
、
歴
史
人
口
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
節
で
、
一

八
世
紀
中
期
の
東
北
地
方
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
宝
暦
飢
饉
を
主
に
取
り
あ
げ
、

墓
石
の
情
報
と
過
去
帳
を
比
較
対
照
し
て
従
来
の
通
説
に
は
問
題
が
あ
る
と
主
張
す

る
。
死
亡
ク
ラ
イ
シ
ス
年
を
探
せ
の
節
で
は
、
蝦
夷
地
松
前
の
墓
石
調
査
の
成
果
を

活
用
し
て
、
同
地
の
人
口
動
態
の
変
化
を
示
し
、
死
亡
者
が
特
に
多
い
死
亡
ク
ラ
イ

シ
ス
年
の
特
徴
を
導
き
出
す
。
一
八
世
紀
後
半
の
天
明
大
飢
饉
に
お
け
る
被
供
養
者

数
が
、
地
域
的
に
近
接
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
津
軽
と
松
前
で
は
相
違
す
る
点

を
指
摘
し
、
理
由
は
食
料
供
給
の
地
域
特
性
に
あ
る
と
い
う
。

　

墓
石
に
見
る
社
会
構
造
の
章
は
、
墓
石
に
現
れ
た
階
層
の
節
で
、
前
近
代
の
墓
石

は
身
分
制
社
会
の
中
に
あ
っ
て
身
分
制
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

主
に
福
井
県
小
浜
で
の
調
査
に
基
づ
い
て
戒
名
や
名
字
・
屋
号
・
名
・
グ
ル
ー
プ
の

俗
名
か
ら
探
り
、
藩
士
た
ち
の
墓
石
に
も
階
層
が
存
在
し
た
と
い
う
。
墓
石
に
見
る

家
族
像
の
節
で
は
、
墓
石
に
刻
ま
れ
た
戒
名
の
人
数
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
墓

に
入
っ
て
い
る
の
か
、
先
祖
代
々
の
墓
の
成
立
に
加
え
、
松
前
藩
で
代
々
家
老
職
を

つ
と
め
た
蠣
崎
家
の
墓
所
に
あ
る
墓
石
か
ら
、
同
家
の
家
内
秩
序
が
墓
所
に
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
墓
石
に
現
れ
た
個
性
の
節
で
は
、
著
者
が
調
査
し
た
墓

石
の
中
で
と
く
に
印
象
に
残
っ
た
墓
石
を
紹
介
し
て
い
る
。
墓
誌
を
印
し
た
墓
石
、

辞
世
を
記
し
た
墓
石
、
肥
後
細
川
家
の
京
都
の
大
徳
寺
塔
頭
の
一
つ
高
桐
院
に
あ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
墓
石
、
動
物
の
墓
石
な
ど
を
興
味
深
く
記
し
、
江
戸
時
代
に
は
個
性
的

な
墓
石
が
出
現
し
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　

大
名
墓
に
込
め
ら
れ
た
思
い
の
章
は
、
国
元
の
墓
と
江
戸
の
墓
の
節
で
、
近
世
大

名
の
墓
は
江
戸
と
国
元
の
双
方
に
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
本
葬
墓
と
分
霊
墓
の

見
わ
け
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
を
述
べ
る
。
ま
た
大
名
墓
で
の
上
部
施
設
は
、
改

葬
や
神
仏
分
離
、
廃
藩
置
県
な
ど
の
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
事
情
が
作
用
し
、
現
在
、

私
た
ち
が
見
て
い
る
状
態
と
当
時
と
で
は
相
違
す
る
例
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起

し
て
い
る
。
高
野
山
奥
之
院
の
大
名
墓
の
節
で
は
、
和
歌
山
県
高
野
山
の
奥
之
院
所

在
の
、
膨
大
な
量
の
大
名
の
墓
石
や
石
造
物
を
紹
介
し
、
判
明
し
た
墓
石
の
石
工
銘

か
ら
彼
ら
の
出
身
地
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
の
石
工
が
全
国
各
地
へ
拡
散
し
て
近
世
石

工
が
誕
生
し
た
と
い
う
。

  

墓
石
に
現
れ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
の
章
は
、
墓
石
の
北
前
船
の
節
で
、

北
前
船
が
活
躍
し
た
日
本
海
沿
岸
地
域
の
な
か
で
も
出
発
点
で
あ
る
敦
賀
・
小
浜
・

三
国
の
各
湊
町
と
、
終
着
点
で
あ
る
箱
館
・
江
差
・
松
前
の
蝦
夷
地
の
各
湊
町
の
盛

衰
を
墓
石
の
増
減
か
ら
類
推
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
前
船
に
使
用
さ
れ
た
バ
ラ
ス

ト
が
各
地
で
墓
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
、
各
地
の
墓
石
の
流
行
に

も
日
本
海
海
運
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
の
伝
達
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

蝦
夷
地
の
墓
石
の
節
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
ク
ワ
（

、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
伝
統
的
な
墓

標
）を
紹
介
し
、
幕
府
に
よ
る
蝦
夷
三
官
寺
の
開
創
、
和
人
の
蝦
夷
地
へ
の
政
治
的
・

経
済
的
な
進
出
と
蝦
夷
地
に
広
範
囲
に
展
開
す
る
和
人
の
墓
石
と
の
関
係
を
解
き
明

か
し
て
い
る
。

　
「
墓
石
文
化
」
を
考
え
る
―
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
、
本
書
の
総
括
で
あ
り
、
江
戸
時
代

に
墓
石
が
普
及
し
た
理
由
を
六
点
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
、
墓
石
の
考
古
学
の
現
状
と
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将
来
に
お
け
る
課
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
、
本
書
の
内
容
を
章
節
に
従
っ
て
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
。
本
書
の
根
幹
を

支
え
て
い
る
の
は
、
広
範
か
つ
膨
大
な
墓
石
調
査
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
瞭

然
で
あ
る
。
生
の
調
査
デ
ー
タ
を
豊
富
な
図
表
や
グ
ラ
フ
・
イ
ラ
ス
ト
で
加
工
し

て
、
読
者
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
示
す
工
夫
を
施
し
て
お
り
、
本
書
の
シ
リ
ー
ズ
で

あ
る
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
趣
旨
に
も
適
合
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
加
え

て
、
右
の
調
査
成
果
を
寺
院
過
去
帳
と
の
比
較
校
合
に
よ
っ
て
検
証
し
、
文
献
史
学

の
研
究
成
果
も
取
り
入
れ
て
適
切
な
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
論
証
の

あ
り
方
は
多
角
的
で
あ
り
か
つ
説
得
力
が
あ
る
。

　

内
容
の
紹
介
に
於
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
調
査
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た
、

あ
る
意
味
で
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
学
術
的
著
述
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
墓
石
の

現
状
や
葬
制
の
変
化
な
ど
、
各
章
に
て
現
代
的
な
社
会
問
題
に
絡
ま
せ
て
論
を
展
開

し
て
い
る
の
で
、
読
者
に
と
っ
て
は
親
し
み
や
す
く
、
身
近
な
問
題
と
し
て
身
に
つ

ま
さ
れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
単
な
る
歴
史
事
実
の
報
告
で
は
な
く
、

読
者
を
引
き
つ
け
、
読
ま
せ
る
工
夫
は
見
事
で
あ
る
。
評
者
に
と
っ
て
も
、
従
来
の

文
献
史
学
で
通
説
と
さ
れ
て
き
た
事
柄
に
、
墓
石
と
い
う
モ
ノ
か
ら
再
考
を
迫
る
本

書
の
新
た
な
成
果
に
つ
い
て
、
今
後
、
更
な
る
研
究
の
深
化
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
次

第
で
あ
る
。

　

本
書
の
墓
石
に
現
れ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
の
章
で
は
、
北
前
船
の
寄
港

湊
に
つ
い
て
触
れ
、
当
時
活
躍
し
た
讃
岐
国
塩
飽
衆
の
日
本
海
沿
岸
地
域
へ
の
拡

散
・
移
住
に
言
及
し
て
い
る
。
評
者
も
『
本
荘
市
史　

通
史
編
Ⅱ
』（
本
荘
市　

一

九
九
四
年
）
第
八
編
第
三
章
「
藩
政
期
の
人
々
の
く
ら
し
」
に
お
い
て
、
安
政
三
年

「
人
別
取
調
書
上
帳
」
か
ら
羽
後
国
本
荘
城
下
と
同
湊
で
の
塩
飽
衆
の
存
在
と
通
婚

圏
を
取
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
著
者
は
「
今
後
、
北
前
船
の
寄
港
地
で
の
墓
石
調

査
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
明
治
時
代
の
墓
石
に
ま
で
調
査
対
象
を
拡
大
す
る
こ

と
で
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
日
本
海
交
易
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
、
湊
町
の

盛
衰
の
観
点
か
ら
説
き
明
か
す
必
要
が
あ
ろ
う
」（
本
書
二
〇
四
頁
）
と
述
べ
て
い

る
。
全
く
同
感
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
に
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
本
書
で
や
や
残
念
な
の
は
、
研
究
文
献
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
著
者
・
出

版
社
・
出
版
年
の
記
載
は
キ
チ
ン
と
な
さ
れ
て
い
る
が
、
文
献
資
料
の
出
典
が
詳
細

で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
致
し
方
の
な
い
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
依
拠
し
た
資
史
料
の
所
蔵
機
関
、
あ
る
い
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
叢
書
（
例

え
ば
、『
…
県
史
』、『
…
市
史
』
な
ど
）
の
記
載
が
な
い
た
め
、
原
典
に
当
た
り
た

い
と
思
っ
て
も
確
認
が
難
し
い
。
ま
た
、
本
書
に
掲
げ
た
豊
富
な
図
表
・
グ
ラ
フ
は

有
り
難
い
の
だ
が
、
四
六
判
と
い
う
判
型
の
た
め
、
図
中
の
数
字
や
文
字
が
小
さ
く
、

評
者
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
の
読
者
に
は
や
や
取
っ
つ
き
に
く
い
印
象
を
与
え
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

　

右
に
述
べ
た
点
は
、
望
蜀
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
本
書
の
価
値
を
一
切
損
じ

る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
は
、「
墓
石
の
考
古
学
」
へ
の
高
質
な
入
門
書
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
一
般
読
者
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
考
古
学
を
志
す
、
あ
る
い
は

歴
史
考
古
学
を
目
指
す
若
い
学
徒
へ
の
魅
力
溢
れ
る
誘い

ざ
ない

の
書
と
い
え
よ
う
。　

（
四
六
判
、
二
三
八
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
四
月
刊
行
、
本
体
価
格
一
八

〇
〇
円
＋
税
）

（
は
せ
が
わ
・
せ
い
い
ち　

弘
前
大
学
名
誉
教
授
）


